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１．研究計画の概要 

 

 山地斜面の表層崩壊発生限界雨量を物理
的に評価する為に，(1)土層内に「水みち」が
自然に形成されるプロセスを室内実験によ
り解明すること，(2)自然斜面内部の「水みち」
を探査する手法を確立すること，(3)自然斜面
の「水みち」の発達具合とその排水能力を解
明すること，(4)人工降雨実験により自然斜面
を崩壊させ「水みち」が与える影響を解明す
ること，を計画した。 

 

２．研究の進捗状況 

 

 (1)では，水路に充填した土層に１ヶ月にわ
たって給水し，60 本のテンシオメータで間隙
水圧分布の計測を行った。その結果，土層内
に「水みち」が発達すること，給水量を増加
させると，水みち周辺の間隙水圧が急上昇し
て崩壊発生の引き金となることが明らかと
なった。(2)では，水分計付貫入計を改良し礫
を多く含む山地斜面でも使用可能な強度を
持たせた後，高密度電気探査による比抵抗分
布の計測と組み合わせ，土層厚や含水率分布
を迅速かつ正確に把握できる探査手法を開
発した。そして，土層内に存在する基岩の割
れ目からの湧水点とそこから発達した「水み
ち」の形状を探査することに成功した。(3)

では，この湧水点を有する斜面において詳細
な水文観測を実施した。その結果，斜面内部
の浸透水は「水みち」周辺に偏在し，降雨時
に「水みち」が排水経路として機能すること
が確認された。 

 上記の項目(1)，(2)，(3)の結果，山地斜面
土層内に発達した「水みち」が，降雨流出に

支配的な影響を及ぼしていることが判明し
た。このことから，「水みち」が崩壊に与え
る影響を解明すること（項目(4)）が，表層崩
壊予測において極めて重要であることが明
確となった。ただし同時に，項目(4)で計画し
ていた人工降雨実験では，崩壊メカニズムを
十分には解明できないことも明らかとなっ
た。すなわち項目(2)，(3)では，基岩湧水が「水
みち」の発達と浸透水の挙動に重要な影響を
持つことが示されたが，基岩湧水は数ヶ月に
わたる先行雨量の影響を受ける上，その集水
域が表面地形の集水域とは異なる為，人工降
雨ではその挙動を正確に再現できない。さら
に，林地斜面の降雨は樹木により林内雨と樹
幹流に分離され，大きな空間不均質性を示す
為，地表面に直接人工降雨を散布しても自然
状態を再現できない。このようなことから，
自然斜面の崩壊機構を解明するには，自然降
雨によって崩壊が起きる時の土層内部の状
況を克明に計測する必要があるとの認識に
至った。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 

 項目(1)～(3)については，十分な成果が得ら
れた。ただし項目(4)については，上記の問題
が生じ，当初計画していた人工降雨実験では
目的を十分に達することが出来ないと考え
られる為。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 自然斜面の崩壊機構を解明するには，自然
降雨によって崩壊が起きる時の土層内部の
状況を克明に計測する必要があり，その為に
は，観測斜面数を増やさねばならない。さら
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に，豪雨時の間隙水圧分布を短い時間間隔で
計測し，崩壊によって観測設備が破壊される
前にデータを回収する必要あることから，全
てのセンサーをネットワークにつなぎ，遠隔
地からリアルタイムで計測制御とデータ回
収を行わねばならない。H22 年度には，観測
システムを再構築し，自然斜面の崩壊機構を
解明する。 
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